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天然ガス/ガソリン併用仕様に改造した車両において、燃料フィルターの取付位置が不適切なため、エンジン共振

により燃料フィルターのエレメントが粉砕するものがある。そのため、そのまま使用を続けると、その粉体が CNG

インジェクターを塞いでエンジンに燃料が供給されにくくなり、警告灯が点灯してエンジン不調となり、最悪の

場合、エンジンが停止するおそれがある。 

 
改善の内容 

 全車両、燃料フィルターブラケットの取付けをエンジンルーム内フレーム部に変更するとともに、燃料フィルタ

ー、フィルター接続のホース及びホースクランプを新品に交換する。 

また、エレメントの粉砕が確認された車両については、CNG インジェクターAssyを分解し燃料通路の清掃を行い、

CNG インジェクターを新品に交換する。 
 

識別：改善実施済車両には車台番号 1 ケタ目下に黄ペイントを塗布する。 
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注：     は交換部品を示す。 

     はエレメント粉砕時、燃料通路を清掃する部品を示す。 

改善箇所説明図 


